
１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点
（具体的評価項

目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

道徳教育の充実

○心の教育３点
セットの活用

・「いのちの教育指導資料」
や「伊万里っ子しぐさ」、「童
謡歌集」を生かした授業を
全学級で実践し、ボランティ
ア活動や心を育む「家読」を
充実させる。

放送委員が伊万里っ子し
ぐさを毎日、ふるさとの童
謡を定期的に放送した。
いのちの教育資料を活用
した授業も多くの学級で
実践できた。

ふれあい道徳における各
学級の公開授業を更に充
実させ、今後も一層心の教
育に取り組んでいく。家読
の充実も育友会と連携して
進める。

人権・同和教育の
充実

・日常生活の問題等から教
材を開発・工夫し、授業実践
を行う。

職員用図書コーナーを有
効活用し、人権教室等に
生かすことができた。

次年度は部落問題学習に
取り組み、さらなる充実を
目指す。

教育相談の充実

・スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカー
等の外部機関の効果的な
活用など、教育相談機能の
充実を図る。

通信や担任等からの紹介
を積極的に行い、多くの
人をＳＣにつなげ、困り感
の緩和や解決につなげる
ことができた。

急を要する場合の教育相
談がスムーズに行えないこ
とがあるので、ＳＣや他校、
医療機関との協力体制を
強めたい。

教育
活動

●志を高め
る教育

〇夢や目標の実
現に向けて努力す
る気持ちを高める
教育活動の推進

・学校行事（体育大会や修
学旅行等）や対外行事（相
撲大会や陸上運動大会
等）、発表会（伊万里秋祭り
や公民館祭り等）などを通じ
て、個人で目標をもたせ、そ
れをバックアップすることで
成功体験を積ませる。

行事等に取り組む際、目
標設定と反省を繰り返し
ながら、多くの児童に成
功体験を積ませることが
できた。全児童が書いた
目標を掲示することで切
磋琢磨の雰囲気を醸成す
ることもできた。

自己肯定感が高まり、将来
を前向きに考えられるよ
う、日常の学習活動や係・
当番・委員会活動等を工夫
し、キャリアパスポート等を
利活用しながら、自分の成
長を自身に感じ取らせる。

教育
活動

●○いじめ・
不登校への
対応

いじめ・不登校を
なくす風土づくり

いじめ・不登校に
対応する体制づく
り

・毎月「心のアンケート」を実
施し、早期発見に努める。
・保護者、担任、生徒指導主
任、教育相談担当、級外な
どの連携を密にし、組織とし
ての支援を充実させる。
・学校いじめ対策委員会に
おいて、支援の具体的方法
について話し合う。

心のアンケートを実施した
ことで児童の様々な声を
キャッチし、状況把握や早
期対応を行うことができ
た。不登校傾向児童につ
いては、担任や関係する
職員等が連絡・訪問等を
行っており、対応に努める
ことができた。

今後もアンケートを実施
し、いじめ等の早期発見に
努める。気になる事案は、
連絡会で共通理解するな
どチームで対応し、保護者
への連絡も密にしていく。
いじめの未然防止のため
支持的風土の醸成にも努
める。

教育
活動

特別支援教
育

特別支援教育の
推進

・ケース会議で児童の実態
を把握し、対応について協
議・共通理解をする。
・学校全体の支援体制を整
備する。
・校内支援委員会の定例開
催により、児童の現状を確
認し、支援の方法を考え実
践する。

児童の実態に即した支援
を行うため、積極的な
ケース会議開催や転入前
の学校に赴く等、対応に
努めることができた。ま
た、毎週の連絡会で気に
なる児童を出し合い、児
童の現状を共通理解でき
た。

個別の指導計画や支援体
制のあり方等を見直し、更
なる充実を図る。また、外
部機関と連携し、多面的に
支援できる体制を構築す
る。保護者との連携も密に
し、問題点や困り感を共有
しながらより良い支援を行
う。

領域 評価項目
評価の観点
（具体的評価項

目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学校
運営

学校経営方
針

学校教育目標、本
年度の重点目標
の周知

・多様な機会（職員会議、集
会、保護者会、学校便り、学
級便り等）を利用し、周知す
る。

育友会総会や育友会実
行委員会、地域の会合等
で大坪小の教育活動につ
いてお伝えできた。

ホームページ更新に努め、
安心メールの効果的な活
用を行い、本校の教育活
動を広く知らせる。

学校
運営

○危機管理
○通学路の安全
点検及び安全指
導

・毎月２０日の安全点検と、
学期ごとに通学路の安全点
検を実施する。
・通学路については、保護
者や地域の方にも危険箇所
の確認をお願いし、危険箇
所マップの改訂を行う。

学校設備の安全点検を確
実に実施することはでき
たが、改修はなかなか進
まなかった。市役所職員
や地域の方と通学路点検
を行い、危険箇所を洗い
出すことができた。

安全点検は今後も確実に
行い、特に経年劣化に注
意する。各地区担当者によ
る通学路点検を確実に行
う。また、公民館や区長さ
ん、警察や市役所とも連携
する。

②　組織での指導体制の強化

具体的目標 達成度

・教職員、児童、保護者に
周知し、認知度を高める。

Ｂ

・通学路の点検や休日前
の生活指導の充実を図
る。

Ｂ

・教育活動を通じて、児童
が目標をもって実践し、振
り返りをすることで自分の
成長を感じることができる
ような機会を設ける。

Ｂ

・アンケートの実施や日常
の観察等から、いじめの
早期発見に努め、いじめ
防止、不登校傾向、問題
を抱える子への組織的な
支援の充実を図る。

Ｂ

・児童の実態に即した具
体的な支援の内容・在り
方を探る。

Ｂ

具体的目標 達成度

教育
活動

●心の教育

・体験活動を生かした心
に響く実践を行う。

Ｂ

・授業内容の充実を図り、
人権感覚の育成を図る。

Ｂ

・保護者面談の他、医師、
カウンセラー、スクール
ソーシャルワーカー、保健
師、民生委員等関係機関
との連携に努める。

Ａ
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２　本年度の重点目標

互いに認め合い、伝え合い、
つなぎ合う学校にしよう

～自己肯定感を高める
教育を通して～

①　支持的風土の学年・学級経営の促進
②　組織での指導体制の強化
③　教職員の資質向上（授業力・学級経営力・服務意識
　　・組織力等）の促進
④　保護者・地域との連携（情報発信と相互の活用）
⑤　学習指導要領に即した教育課程の改善（年間指導
　　計画の見直し）
⑥　学校予算の効率的活用（学校事務共同実施及び
　　施設設備の充実･改善）

３　目標・評価

①　支持的風土の学年・学級経営の促進

達成度

Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた
Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である



学校
運営

○危機管理
○食物アレルギー
等への対応

・食物アレルギーのある児
童の一覧表を作成し、確実
な把握とそれぞれの対応や
薬の所在の共通理解を図
る。
・担任が不在でも適切に対
応できるように、必ずアレル
ギーの情報を補欠者が確認
する。

年度当初、配慮が必要な
児童の確認をした。また、
夏休みに緊急時対応の
研修を行った。献立表が
届いた時点で配慮が必要
か判断し、担任が不在の
場合は補欠計画表に必
ず配慮児童を記入した。

今後も危機感を持って児
童対応する。アレルギーに
ついて、更に理解を深め
る。エピペン練習具を使っ
た研修を行い、職員のスキ
ルを高める。食物アレル
ギーをもつ児童には管理
票を１００％提出してもら
う。

領域 評価項目
評価の観点
（具体的評価項

目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教育
活動

教職員の資
質の向上

授業実践の向上

・校内研テーマに沿った授
業実践や西部型授業の取
組などを通して授業改善に
努める。
・研究授業と事後研を活性
化させ、校内研究を核とした
職員集団づくりを行う。

授業研究会(公開授業含
む)を行い、各自が授業改
善に努めることができた。
思考力・判断力・表現力
の伸長を目指した研究を
職員が一丸となって進め
ることができた。

研究主任を中心に、児童
につけさせたい力は何かを
考え、今後も課題を明確に
しながら授業改善に努め
る。引き続き、学級経営力
の向上にも努めていく。

○授業と家庭学習
とのつながり

・家庭学習調査の集計の結
果を個別指導に生かす。ま
た、保護者と連携し、安定し
て家庭学習ができる環境を
つくっていく。
・「家勉」を奨励し、自主学習
の習慣を定着させる。

家庭学習の手引きを配付
したり、家勉コーナーを設
置したりしながら、家勉の
取組を推進することがで
きた。今後は内容の充実
や児童の興味・関心の向
上を図る。

家庭学習のさらなる充実を
図るためには、保護者との
協力体制が欠かせない。
取組や意識の個人差を埋
め、内容を充実させるため
に理解と協力を促してい
く。

○ＩＣＴ利活用教育
の推進

・職員研修会を行い、ＩＣＴ利
活用授業について研鑽でき
る機会とする。
・電子黒板で活用する教材
の充実を図り、日常的に活
用できるようにする。

デジタル教科書の性能向
上や教室LAN整備に伴
い、授業実践にICTが活
発に取り入れられるよう
になり、教員のスキルも
向上できた。

情報化推進リーダーを中
心に有効なICT利活用法
(プログラミング含む)につ
いて研修を重ね、皆が日
常的に使えるようにする。

基礎学力の向上

・「学習のきまり」を活用し、
学習習慣の確立を目指す。
・大坪チャレンジ、思考力テ
スト、ＩＣＴ利活用を通して、
基礎基本の定着と活用力の
向上を図る。
・校内研等で活用力や言語
活動に関する指導方法の検
討を行い、授業実践に生か
す。

活用力向上指定最終年
度ということもあり、足並
みを揃えて授業実践や
様々な学習活動に取り組
み、１２月に行われた県
の学習状況調査の活用
力の観点では県平均を上
回るなど、学力の底上げ
を図ることができた。

指定は終わるが、これまで
の取組の財産(学習過程・
大坪チャレンジ・家勉・学び
の手引き等)を改善・継承し
ながら、学力向上にこれか
らも取り組んでいく。また良
い学習習慣を他教科にも
生かせるよう、授業実戦に
臨む。

領域 評価項目
評価の観点
（具体的評価項

目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学校
運営

開かれた学
校づくり

学校情報の公開

・定期的に学校便りを発行
する。また、定期的にＨＰを
更新したり、学校安心メール
で情報発信したりする。
・行事等に関する案内状を
早期に配付し、保護者の予
定が立てやすいように配慮
する。
・「学校安心メール」への保
護者登録率９５％以上をめ
ざす。

学校便りは定期的に、そ
の時期に合った内容・情
報を保護者に提供でき
た。しかし、ホームページ
の更新が十分にできな
かった。行事については、
案内状の配付と併せて
メールによる案内も行っ
た。学校安心メールへの
登録率は１００％を達成し
た。

ホームページの運営につ
いて、今後は定期的な更
新を心がけ、地域のニーズ
に応えていく。学校安心
メールは次年度も１００％
がキープできるよう、新１年
生に登録を呼びかける。併
せて、保護者の行事への
参加率も上げていく工夫を
する。

ふるさと学習の地
域定着

・図書館を使った「調べる学
習コンクール」へ積極的に参
加する。
・地域の偉人から学び、行
動する「森永エンゼルクラ
ブ」の活動を充実させる。
・地域への関心を高める、魅
力ある事業を企画する。

どの学年も市民図書館を
積極的に利用し、調べる
学習コンクールに多くの
児童が応募できた。郷土
の歴史や祭り、特産物等
について学び、子どもたち
に地域を知り、地域を愛
する心が芽生えた。

調べる学習コンクールへの
参加と市民図書館の積極
的利活用を、これからも続
けていく。また、森永エンゼ
ルクラブや伊万里秋祭り等
の学習も、本校の特色とし
て継続して取り組んでい
く。

地域や保護者とと
もにある学校の創
造

・保護者・職員・児童の意見
を反映させながら、魅力ある
図書館経営に取り組む。

まちづくり運営協議会の
御支援を頂き、図書の充
実を図ることができた。

図書の入れ替えを行いな
がら、教育のニーズに合っ
た環境を整える。

鼓笛隊・校歌等の
取組の充実

・「心を一つに」を合い言葉
に練習に取り組ませる。
・明るく伸びやかに校歌を歌
うことができるようにする。
・童謡・唱歌を歌わせ、曲に
親しませる。

常に関係職員と連携を取
り、協力して指導できた。
児童も伝統の大切さを感
じながら、愛校心をもち、
心を一つに練習に取り組
んだ。

鼓笛隊は本校の伝統であ
り、引き継ぐことで高学年と
しての自覚が生まれる。今
後もこの伝統を継承した
い。校歌を歌う機会を増や
す。

教育
活動

家庭教育力
の向上

読書活動の充実
（家読）

・保護者・育友会と連携し
て、家読を推進するための
「うちどくウィーク」を企画・実
施する。

教養厚生委員が昨年度
新調したバッグで、今年
度も家読リレーに取り組
んだ。ウィークの実施はで
きなかった。

育友会と活動を見直して、
家読活動を活性化させた
い。市民図書館と更に協
力・連携し、読書活動を充
実させたい。

Ａ

・誇りを持って鼓笛隊の練
習に参加する児童を育成
する。
・校歌に愛着を持ち大切
にするとともに、童謡に親
しむ学校をめざす。

Ｂ

・育友会と連携して家読の
推進に努める。
・一人平均図書貸出数を
昨年度比10%増を目指
す。

Ｂ

④　保護者・地域との連携（情報発信と相互の活用）

具体的目標 達成度

・学校便り、ＨＰ、学校安
心メール等による学校情
報の公開と内容の充実を
図る。
・各種行事等への保護者
の参加率を昨年度より高
める。

Ｂ

教育
活動

○特色ある
学校づくり

・校区内や周辺に存在す
る社会教育施設や優れた
教育資源を活用し、児童
のふるさと学習の機会拡
大を図る。

Ａ

・関係機関の指導や協力
のもと、自助・共助の精神
で教育環境の充実に努め
る。

教育
活動

●学力の向
上

・毎日の家庭学習時間を
確保させる。
・「家勉」を推進する。
・家庭学習調査を実施し、
安定して家庭学習に取り
組む児童を80％以上にす
る。

Ｂ

・パソコンや電子黒板等
の機器を活用した授業力
の向上に努める。
・ＩＣＴ機器を利活用した授
業を計画的に実施する。

Ｂ

・国語・算数の基礎的な学
力を向上させる。
・学習指導要領や教材に
関する研究を積極的に行
い、活用力向上と言語活
動の充実を目指した授業
を展開する。

Ｂ

・食物アレルギー対応が
必要な児童の情報を職員
全員が共有し、学校全体
で組織的に対応する。

Ａ

③　教職員の資質向上（授業力・学級経営力・服務意識・組織力等）の促進

具体的目標 達成度

・校内研修を中心に、指
導技術と授業づくりの力
量を高める。

Ｂ



領域 評価項目
評価の観点
（具体的評価項

目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○食育の充実

・栄養教諭と連携し、朝ごは
んの重要性や望ましいおや
つの摂り方等の指導をす
る。
・給食や学級活動等を通し
て、偏食と食事マナーの改
善を図る。

給食委員会が放送で栄
養の話をしたり、４年生が
栄養教諭と一緒に食育の
学習を行ったりした。保健
室前にも食バランスの大
切さがわかる掲示物を貼
るなどできた。

今後も学級活動や給食時
間などに、食と健康につい
て考える機会を設ける必要
がある。早寝、早起き、朝
ごはんの習慣をしっかり身
につけさせる手だてを取
る。

体力の保持・増進

衛生習慣の定着
化

・水泳、マラソン、縄跳び週
間等の期間を設定して、積
極的に取り組ませる。
・給食前の手洗いやうがい、
給食後の歯磨きを毎日実践
させる。

マラソンタイムやなわとび
週間の設定で、体力づくり
の取組ができた。給食前
の手洗いや歯磨きについ
ても、毎日しっかり実践で
きた。

県のスポチャレを勧め、楽
しく体力向上できるよう促
す。手洗いやうがい等を習
慣化する。特にインフルエ
ンザ等の流行に備えて習
慣づける。

教育
活動

情報モラル
教育

情報モラルの指導

・情報の発信や情報のやり
とりをする場合のルールや
マナーについて、発達段階
に応じて指導を行う。
・情報モラルについての講
演会を行う。

今年度もバザーの日に保
護者対象の情報モラル講
演会を行った。理解者を
増やしていきたい。まだま
だ保護者・児童の意識の
低さが見られる。

育友会と協力しながら、講
師を招いて勉強会を実施
し、情報社会でのルールや
マナーの徹底を図る。低学
年から段階的な指導に取
り組む。

教育
活動

外国語活動
外国語活動の推
進

・年間カリキュラムを作成
し、ワークシートや視聴覚機
器を生かした授業を実践す
る。
・外国語専科教員の授業を
参観し、今後の外国語教育
の参考とする。
・ＡＬＴとのＴＴ授業展開を工
夫する。

高学年は英語専科教員
が授業を行い、質の高い
学習ができた。また、その
授業を参観することで担
任にとってはよい研修と
なった。ALTとの連携につ
いては、授業前後の短い
時間でしか打ち合わせが
できなかった。

高学年担任は、実際に授
業を行っていないので、授
業実践力の向上は難し
かった。今後は研修と実践
を繰り返しながら、力を付
けていきたい。ＡＬＴと基本
的な役割分担を行い、担
任主導で授業計画を立て
ていく。

領域 評価項目
評価の観点
（具体的評価項

目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学校
運営

学校予算の
活用

施設・設備の充
実・改善

・毎月の安全点検の結果を
受け、市にはたらきかけた
り、学校予算を効率的に運
用したりしながら、学校環境
を整える。

毎月の安全点検はこまめ
に行えたが、経年劣化に
よる環境悪化への対処
は、金銭的にも難しかっ
た。

市や育友会と連携しながら
安全・安心な環境をつくる
ことができるよう、細心の
注意を払いながら対応す
る。

領域 評価項目
評価の観点
（具体的評価項

目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

幼保小連携の推
進

・職員研修に園職員を招き、
園の経営方針や園児の現
状等を学ぶ。
・情報交換のための園訪問
を行う。

職員研修を行う時期に、
ウイルス流行が重なり実
現できなかった。入学後
に配慮が必要な園児の情
報交換は行えた。

ウイルス流行期を避け、園
の先生との意見交流会を
開く。今後も園に出向き、
情報収集と児童のよりよい
対応に務める。

小中連携の推進

・情報交換会を年３回以上、
交流授業を年１回以上実施
する。
・小中連絡協議会や合同校
内研の機会を設け、活用力
の向上に向けて研究と実践
を進める。

伊中校区で活用力向上
の研究指定を受け、生活
指導・学力向上面で更に
連携を深めた。中学校教
員による交流授業は臨時
休校ため中止となった。

日常的に連絡を取り合い
情報交換を行いたい。兄弟
関係で保護者の情報が必
要な場合もある。交流授業
を２学期に行い、中学校と
の関わりを早い段階でもち
たい。

○学校事務共同
実施

・学校文書処理の標準化・
効率化を行う。
・学校徴収金事務につい
て、校内調整を図りながら
滞納者への対応や、業者へ
の支払い等が円滑に行わ
れるよう工夫する。

服務帳簿の点検、及び、
学校徴収金の一部につい
て、事務職員を中心として
業務を進めることで、集中
管理による効率化、担任
の負担軽減等を行うこと
ができた。

今後も服務帳簿点検や学
校徴収金の業務を進め、
担任の負担軽減や集中管
理による効率化をめざし、
担任が児童と向き合える
時間を増やすよう努める。

○業務改善プロ
ジェクトの実施

・業務改善案を計画し、職員
に提案する。
・職員研修で日常業務の在
り方や、業務改善の取組に
ついて話し合う。
・仕事の可視化と業務の省
力化に取り組む。

業務改善についての意見
を教職員から広く募集し、
それについての意見交換
会を行った。ムリ・ムダ・ム
ラを洗い出し、来年度へ
の提言としてまとめること
ができた。

提言内容に実効性を伴わ
せるために、今後も内容に
ついて議論し取り組んでみ
る。教職員が心身共に良
い状態で児童の前に立て
るよう、建設的な検討を進
めていく。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

今年度は「活用力向上」県研究指定の最終年度であり、大坪小学校としては長年行ってきた算数科研究の一応の総決算となった。これまで行ってきた「思考
力・判断力・表現力」を伸ばす取組が更に一歩深まったと感じる。また、市の漢字検定では９４％の合格率を出し、昨年度に引き続き、規模の大きい学校として
は最良な結果を収めるなど、学力向上の取組が形となって現れ始めている。今後も児童の興味関心を高めながら、「わかる喜び」と「自分の成長」を感じ取れる
ような授業の創造に尽力する。また、特別な支援が必要な児童については、教育相談担当や特別支援コーディネーターが中心となり、外部機関とも連携して、
情報共有と組織的な対応を行うことができた。引き続き、多角的に児童を捉え、様々な選択肢から支援を行えるよう連携をとっていきたい。

Ｂ

学校
運営

●業務改
善・教職員
の働き方改
革の推進

・学校業務を改善し、教員
が子どもと向き合う時間を
確保できるよう工夫する。

Ｂ

・全職員参加による勤務
体制の検討を行い、業務
の明確化を図る。
・具体的な改善策を実行
し、業務の効率化を図る。

Ｂ

・児童が安全・安心で快適
に過ごせる環境を整える
ために、予算を含めた計
画を進める。

Ｂ

＊　本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標 達成度

学校
運営

○幼・保・小・中連携

・幼保小の交流を行い、
相互理解に努める。

Ｂ

・小中の情報交換会や授
業交流を行い、相互理解
に努める。
・共通研究テーマのもと、
伊中校区４校が連携して
校内研を進める。

・情報社会でのルールや
マナーの遵守を図る。

Ｂ

・高学年の外国語活動に
おける授業展開や教材教
具を工夫し、児童が生き
生きと活動する授業づくり
に努める。
・ＡＬＴとの効果的な連携
による授業づくりに努め
る。

Ｂ

⑥　学校予算の効率的活用（施設整備の充実･改善）

具体的目標 達成度

具体的目標 達成度

教育
活動

●健康・体
つくり

・バランスよく栄養をとるこ
とを心がけて食べる児童
を育成する。

Ｂ

・体力向上のための計画
的な場づくりを工夫する。
・手洗い、うがい、歯磨き
の徹底化を図る。

Ｂ

⑤　学習指導要領に即した教育課程の改善（年間指導計画の見直し）


